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研究成果の概要（和文）： 

 ソーシャルワークとケアマネジメントとの関係について整理すると、ソーシャルワークの主

要な方法がケアマネジメントであるとことを明らかにした。さらに、このケアマネジメントが

明らかになることで、ソーシャルワークの内容が部分的ではあるが明らかになってきた。ただ

し、ソーシャルワークを構成するためには、地域社会を対象とした支援が必要であり、その部

分での方法の明確化が不十分であることが明らかになった。そのため、地域社会への支援過程

について研究を行い、結果として、ケアマネジメントと同様に plan→do→ check→action の

流れで展開していること、さらにはそのでは、地域住民との信頼関係の構築が重要であること、

同時に支援計画の内容にはいくつかの種類の活動に分かれることを明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to clarify the relationship between social work and care 

management. At first, we understood that care management is main method of social work 

but that social work contains other aspect method which focused on community. So, we 

tried research the method of solving for community needs and got the result that process of 

support for community based on practice circled plan, do, check, and action, that 

relationship between social worker and citizens of community is important to sustain the 

practice, and that there are some kinds of action within support plan for community. 
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１． 研究開始当初の背景 

ケアマネジメントが社会的に重要な役割を
果たすことになってきたが、それとソーシャ
ルワークの関係を明らかにすることにより、
ソーシャルワークの有効性を示す必要があ

った。 

 

２． 研究の目的 

そのため、ソーシャルワークのケアマネジメ
ントとの関係を整理し、さらにソーシャルワ
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ークの独自性はどこにあるのかを示し、その
独自性を具体的に示すことにある。 

 

３． 研究の方法 

このために、高齢者、障害者、児童、医療等
のそれぞれの領域別でソーシャルワークと
ケアマネジメントの関係を実践分析するこ
とで、明らかにすることとした。さらに、ソ
ーシャルワークの独自性として明らかにし
てきたことを、事例分析する質的研究で整理
することとした。 

 
４．研究成果 
ソーシャルワークの主要な方法がケアマネ
ジメントであるとことを明らかにした。さら
に、このケアマネジメントが明らかになるこ
とで、ソーシャルワークの内容が部分的では
あるが明らかになってきた。ただし、ソーシ
ャルワークを構成するためには、地域社会を
対象とした支援が必要であり、その部分での
方法の明確化が不十分であることが明らか
になった。そのため、地域社会への支援過程
について研究を行い、結果として、ケアマネ
ジメントと同様に plan→do→  check→
action の流れで展開していること、さらには
そのでは、地域住民との信頼関係の構築が重
要であること、同時に支援計画の内容にはい
くつかの種類の活動に分かれることを明ら
かにした。 
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